
を
半
分
に
減
ら
し
て
も
「
同

等
の
防
除
効
果
」
が
認
め
ら

れ
た
。

玉
露
や
て
ん
茶
を
栽
培
す

る
自
然
仕
立
て
の
手
摘
み
茶

園
で
は
、
夏
以
降
に
人
の
背

丈
ほ
ど
伸
び
た
枝
の
上
で
防

除
竿
を
振
り
回
す
作
業
が
大

変
だ
っ
た
が
、
カ
ー
ト
式
静

電
ノ
ズ
ル
な
ら
カ
ー
ト
を
押

し
て
歩
く
だ
け
で
防
除
で
き

る
た
め
、
労
力
を
大
幅
に
軽

減
で
き
る
。

今
後
、
下
部
の
タ
イ
ヤ
や

噴
口
に
ホ
ー
ス
が
絡
ま
な
い

よ
う
に
改
良
し
て
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
茶
農
家
へ

の
普
及
を
見
込
ん
で
い
る
。

る
仕
組
み
。

従
来
の
噴
霧

ノ

ズ

ル

で

は
、
ド
リ
フ

ト
や
土
壌
滴
下
な
ど
で
防
除

に
必
要
な
量
以
外
に
無
駄
な

農
薬
消
費
が
多
か
っ
た
が
、

静
電
ノ
ズ
ル
で
は
薬
液
が
電

気
の
力
で
作
物
に
吸
い
寄
せ

ら
れ
る
た
め
農
薬
の
無
駄
を

節
約
で
き
る
。

静
電
ノ
ズ
ル
と
従
来
の
噴

霧
ノ
ズ
ル
と
の
比
較
試
験
で

は
、
慣
行
の
農
薬
散
布
量

（
10
㌃
当
た
り
４
０
０
㍑
）

京
都
府
茶
業
研
究
所
で

は
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
な

ど
の
防
除
に
使
わ
れ
る
カ
ー

ト
式
静
電
ノ
ズ
ル
に
よ
る
茶

園
防
除
の
省
力
化
を
研
究
し

て
い
る
。

静
電
ノ
ズ
ル
は
、
ノ
ズ
ル

の
電
極
に
高
電
圧
を
か
け
て

噴
霧
し
た
薬
液
に
マ
イ
ナ
ス

の
静
電
気
を
付
加
し
、
葉
裏

へ
の
薬
液
付
着
効
果
を
高
め

が
、
石
黒
さ
ん
は
「
人
が
普

段
意
識
し
な
い
、
ど
う
で
も

よ
い
も
の
に
手
を
加
え
て
、

生
命
力
（
命
の
尊
さ
や
美
し

さ
）
を
感
じ
て
も
ら
え
る
何

か
を
生
み
出
し
た
い
」
と
い

う
想
い
か
ら
、
こ
の
地
域
で

簡
単
に
入
手
で
き
る
皮
と
落

ち
葉
や
石
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
作
品
を
創
作
し
て
い

る
。移

住
し
て
初
め
て
家
庭
菜

園
で
の
野
菜
作
り
に
も
挑
戦

し
、
農
作
物
を
作
る
大
変
さ

を
実
感
し
た
が
、
そ
れ
で
も

「
自
然
栽
培
の
野
菜
作
り
で

生
き
て
い
く
持
久

力
を
つ
け
な
が

ら
、
創
作
で
も
自

然
の
形
や
現
象
を

生
か
し
た
表
現
を

昇
華
さ
せ
た
い
」

と
語
る
。
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
楽
し

み
だ
。

(

京
丹
波
町
農
業
委
員
会)

兵
庫
県
西
宮
市
か
ら
７
年

前
に
京
丹
波
町
升
谷
の
古
民

家
に
移
住
し
、
夫
婦
で
皮
革

の
ア
ト
リ
エ
工
房
を
営
む
石

黒
幹
朗
さ
ん
。
妻
の
由
枝
さ

ん
が
「

鞄
か
ば
ん

や
財
布
な
ど
革

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
Ｌ
Ｏ
（
エ

ル
オ
ー
）
」
を
立
ち
上
げ
た

後
、
幹
朗
さ
ん
も
「
鹿
・
猪

の
生
皮
か
ら
作
る
オ
ブ
ジ
ェ

や
ア
ー
ト
作
品
の
ブ
ラ
ン
ド

ｕ
ｕ
ｎ
（
ウ
ウ
ン
）
」
を
立

ち
上
げ
注
目
さ
れ
て
い
る
。

害
獣
と
し
て
駆
除
さ
れ
た

鹿
・
猪
の
皮
は
、
大
半
が
利

用
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
る

寺
）
の
地
域
計
画
を
策
定
す

る
。農

業
委
員
会
は
、
地
域
主

体
で
進
め
る
計
画
策
定
の
実

働
部
隊
と
し
て
、
澤
田
康
夫

会
長
が
地
区
別
説
明
会
を
巡

回
し
て
協
力
要
請
を
行
い
、

「
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ
よ

り
」
（
年
３
回
発
行
）
で
各

地
区
連
の
活
動
を
紹
介
す
る

な
ど
、
地
域
計
画
の
リ
ー
ド

役
を
担
っ
て
い
る
。

を
進
め
て
い
る
。
今
月
ま
で

に
16
地
区
で
検
討
が
開
始
さ

れ
、
６
地
区
で
地
図
と
担
い

手
リ
ス
ト
が
完
成
し
た
。

各
地
区
で
公
民
館
な
ど
に

農
業
委
員
会
の
委
員
と
農
家

組
合
員
が
集
う
「
地
区
連
絡

会
議
」
を
定
期
的
に
開
催

し
、
今
年
中
に
区
の
将
来
計

画
を
明
確
化
。
こ
れ
を
基
礎

に
市
内
５
地
域
（
大
住
・
田

辺
・
草
内
・
三
山
木
・
普
賢

京
田
辺
市
で
は
、
市
内
全

26
区
で
年
度
内
完
成
を
目
標

に
、
地
域
計
画
の
ベ
ー
ス
と

な
る
①
現
況
把
握
地
図
と
②

担
い
手
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

区
単
位
の
会
議
で
「
将
来
誰

が
ど
の
農
地
を
耕
作
し
て
地

域
農
業
を
守
る
か
」
の
検
討

に
あ
わ
せ
て
藤

林
弘み

つ

義よ
し

農
地
利

用
最
適
化
推
進

委
員
が
地
域
計

画
の
説
明
を
行
っ
た
。

藤
林
委
員
は
、
70
㌃
以
上

の
耕
作
者
別
の
圃
場
配
置
図

と
10
年
後
に
全
耕
作
者(

約

50
人)

の
３
分
の
２
が
70
歳

以
上
、
３
分
の
１
が
80
歳
以

上
に
な
る
予
想
円
グ
ラ
フ
を

作
成
。
参
加
者
全
員
で
地
域

計
画
策
定
の
必
要
性
を
確
認

し
た
。

（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
清
掃
作

業
＆
野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

水
取
区
で
は
、
昨
年
10
月

29
日
、
毎
秋
の
恒
例
行
事

め
ら
れ
た
時
や
、
売
り
上
げ

が
ア
ッ
プ
し
た
時
は
幸
せ
で

す
」
と
笑
顔
で
話
す
西
村
さ

ん
。
「
将
来
は
家
業
の
茶
を

継
い
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と

力
強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

(

宇
治
田
原
町
農
業
委
員
会)

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
の
目

標
20
㌃
（
20
㌧
）
達
成
に
向

け
て
順
調
に
経
営
規
模
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

夏
の
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日

60
箱
を
出
荷
し
、
「
自
分
の

キ
ュ
ウ
リ
が
美お

味い

し
い
と
褒

宇
治
田
原
町
の
認
定
新
規

就
農
者
で
キ
ュ
ウ
リ
16
㌃
を

栽
培
す
る
西
村
涼
さ
ん

（
33
）
。
４
年
前
、
親
の
農

業
経
営
（
茶
＋
水
稲
）
と
は

別
に
自
身
の
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

を
10
㌃
（
生
産
量
８
㌧
）
か

派
な
産
業
で
あ
る
。
「
農
産

物
の
国
内
生
産
」
最
優
先
に

国
の
農
政
が
転
換
す
れ
ば
大

き
な
変
化
が
起
き
る
だ
ろ

う
。
農
業
の
魅
力
が
肌
で
感

じ
ら
れ
、
担
い
手
が
増
え

て
、
地
域
で
は
農
地
の
取
り

合
い
が
起
こ
る
。
そ
ん
な

「
遊
休
農
地
が
発
生
し
な
い

将
来
像
」
を
思
い
描
い
て
み

た
い
。
◆
誰
が
ど
の
農
地
を

耕
作
し
て
い

る
か
ま
で
把

握
し
、
地
域

密
着
型
の
地
域
計
画
の
策
定

を
機
に
農
業
と
農
村
の
あ
り

方
を
再
構
築
す
る
。
そ
の
た

め
に
「
地
域
農
政
の
原
点
」

に
立
ち
帰
り
、
地
域
で
の
話

し
合
い
に
全
力
を
あ
げ
て

「
農
業
者
の
顔
が
見
え
る
計

画
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

（
一
念
通
天
）

れ
る
制
度
が
必
要
だ
。
◆

「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
中
核
的
経
営
体

に
加
え
、
多
様
な
担
い
手
や

非
農
家
が
参
画
し
て
、
農
村

の
危
機
を
救
う
方
法
を
話
し

合
う
必
要
が
あ
る
。
農
地
を

守
り
、
農
村
を
守
る
こ
と
に

繋つ
な

が
っ
て
こ
そ
、
真
の
地
域

計
画
で
あ
る
。
地
域
に
は
、

福
祉
・
医
療
・
教
育
・
産
業

・
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
。
地
域
計
画
と
は

「
住
民
自
治
の
実
践
」
で
あ

り
、
国
も
自
治
会
役
員
な
ど

が
話
し
合
い
に
参
画
す
る
こ

と
を
推
奨
し
て
い
る
。
◆
近

年
、
農
産
物
価
格
が
低
迷

し
、
農
業
資
材
は
高
騰
し
て

い
る
。
儲も

う

か
る
農
業
を
追
求

し
、
利
益
が
出
せ
る
な
ら
立

◆
農
業
者
が
減
少
し
た

今
、
行
政
関
係
者
は
何
を
す

べ
き
な
の
か
。
仕
事
は
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
だ
け
で
良
い
の

か
。
農
業
者
の
不
安
や
意
見

を
聞
き
、
現
実
を
直
視
す
べ

き
で
は
な
い

か
。
本
質
的

な
課
題
は
何

か
を
掴つ

か

み
、
農
業
者
の
た
め

の
政
策
を
具
体
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
従
来
型
の
農
業

者
支
援
の
枠
組
み
を
超
え

て
、
や
れ
る
こ
と
を
全
て
や

り
尽
く
す
覚
悟
が
求
め
ら
れ

る
。
要
件
の
ク
リ
ア
が
難
し

い
事
業
で
は
、
農
業
者
に
と

っ
て
単
な
る
負
担
で
し
か
な

い
。
多
く
の
農
業
者
が
救
わ

月
）
に
町
内
の
生
産
者
６
人

で
発
足
し
た
精
華
町
わ
さ
び

菜
出
荷
組
合
で
は
、
農
業
委

員
会
の
岩
井
三
郎
会
長
、
井

上
和
也
副
会
長
、
森
島
隆
詞

委
員
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
さ
び
菜
」
は
、
少
し

辛
み
を
感
じ
る
葉
の
味
わ
い

が
魅
力
的
で
、
焼
き
肉
を
包

ん
で
食
べ
る
だ
け
で
美お

味い

し

く
、
お
鍋
の
出だ

汁し

で
さ
っ
と

軽
く
湯
通
し
す
れ
ば
ポ
ン
酢

か
ゴ
マ
ダ
レ
で
楽
し
め
ま

す
。
葉
を
５
㍉
程
度
に
細
か

く
切
っ
て
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
具

に
す
る
と
歯
ご
た
え
の
あ
る

食
感
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

り
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
炒

め
て
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
か
け
る

と
〝
大
人
向
き
の
刺
激
的
な

辛
さ
〟
が
引
き
立
ち
ま
す
。

新
し
い
特
産
品
「
わ
さ
び

菜
」
の
誕
生
を
き
っ
か
け

に
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
動
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

(

精
華
町
農
業
委
員
会･

山

本
千
惠
子
委
員)

ー
ナ
ー
を
交
代
で
担
当
し
て

い
ま
す
。

12
～
３
月
頃
の
一
押
し

（
イ
チ
オ
シ
）
は
「
わ
さ
び

菜
」
で
す
。
先
月
（
昨
年
12

私
は
広
報
・
研
修
委
員
会

に
所
属
し
、
農
業
委
員
会
だ

よ
り
で
、
「
食
卓
に
一
品
」

と
題
し
た
、
精
華
町
の
特
産

品
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
コ

宇治田原町

西村 涼さん

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
拡
大

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
拡
大

静電ノズルで茶園防除を省力化
茶業研究所

カ
ー
ト
式
静
電
ノ
ズ
ル
に
よ
る
手
摘
み
茶
園

の
防
除

キュウリ収穫時の西村さん

わさび菜出荷組合員の皆

さん（後列左から吉田勝

彦さん、岩井三郎会長、

森島隆詞委員、井上和也

副会長、八幡浩司さん）

と山本委員（前列右）

｢

わ
さ
び
菜｣

を
精
華
町
の
特
産
に


鹿
や
猪
の
皮
と
自
然
の
物
で
作

品
を
生
み
出
す
石
黒
さ
ん

夫
婦
で
移
住
駆
除
し
た

鹿･

猪
の
皮
で
作
品
を
制
作

京
丹
波
町

石
黒
幹
朗
さ
ん

京
田
辺
市

水
取
区

京
田
辺
市

水
取
区

京
田
辺
市

水
取
区


水
取
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
で

行
わ
れ
た
地
域
計
画
説
明
会

（
10
月
29
日
）
、

藤
林
委
員

が
作
成
し
た
耕
作
者
配
置
図

京
田
辺
市

地図＋担い手リストで

｢区の地域計画｣を検討

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
で

青
空｢

地
区
連｣

を
開
催

農
業
者
の
顔
が
見
え
る
地
域
計
画
を


京都 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


